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神殿
の
炎
上
と
都
エ
ル
サ
レ
ム
の
喪
失
で
終
わ
っ
た
対
ロ
ー
マ
の
ユ
ダ
ヤ
戦
争
（
後
六
六
ー
七
〇
年
）
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
が
詳
し
く

知
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
同
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
人
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
・
ヨ
セ
フ
ス
が
ギ
リ
シ
ア
語
で
書
き
残
し
た
『
ユ
ダ
ヤ
戦
記
』
全
七
巻
か
ら

であ
る
。
こ
の
書
物
の
原
題
、
な
い
し
は
早
い
時
期
に
冠
せ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
表
題
は
『
陥
落
に
つ
い
て
』
（
ペ
リ
・
ハ
ロ
ー
セ
オ
ー

ス
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
書
物
自
体
は
一
般
に
『
ユ
ダ
ヤ
戦
記
』
と
し
て
知
ら
れ
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
し
ば
し
ば
こ
ち
ら
の
表
題
か
ら
、

パ
レ

ス

チ
ナ
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
ロ
ー
マ
の
圧
政
に
抗
議
し
て
立
ち
上
が
り
、
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
や
テ
ィ
ト
ス
の
率
い

る
ロ
ー
マ
軍
を
相
手
に
勇
猛
果
敢
に
戦
っ
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヨ
セ
フ
ス
の
『
ユ
ダ
ヤ
戦
記
』
や
そ
の

他
の
著
作
か
ら
抽
出
さ
れ
る
次
の
諸
事
実
を
指
摘
さ
れ
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、

　
（
一
）
　
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
が
ネ
ロ
帝
の
命
令
で
ロ
ー
マ
軍
を
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
に
集
結
さ
せ
た
と
き
、
そ
こ
に
馳
せ
参
じ
て
忠
誠
の

一
番
乗り
を
は
た
し
、
そ
れ
ば
か
り
か
補
助
軍
を
提
供
し
た
の
は
ユ
ダ
ヤ
の
王
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
対
ロ
ー
マ
の
戦
争
が
避
け
が
た
い
事
態
に
な
っ
た
六
六
年
に
、
戦
争
の
無
謀
さ
を
エ
ル
サ
レ
ム
の
群
衆
た
ち
に
向
か
っ
て
説
い

て
み
せた
の
は
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
で
あ
る
。
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一
六

　
（
三
）
　
戦
争
中
の
ロ
ー
マ
軍
の
指
揮
官
テ
ィ
ト
ス
（
後
の
皇
帝
）
に
恋
を
し
、
戦
後
の
七
五
年
に
彼
と
結
婚
し
よ
う
と
し
て
ロ
ー
マ
に

ま
で
追
い
か
け
て
行
き
、
彼
と
一
時
期
同
棲
し
た
の
は
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
の
妹
ベ
レ
ニ
ケ
ー
で
あ
る
。

　
（
四
）
　
エ
ル
サ
レ
ム
攻
略
の
際
（
七
〇
年
夏
）
、
ロ
ー
マ
軍
の
陣
営
で
テ
ィ
ト
ス
と
と
も
に
指
揮
を
取
っ
た
参
謀
長
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
哲
学
者
フ
ィ
ロ
ー
ン
の
甥
で
あ
る
。

　
（
五
）
　
エ
ル
サ
レ
ム
攻
略
の
際
、
テ
ィ
ト
ス
の
傍
ら
に
い
て
城
壁
内
の
同
胞
た
ち
に
降
伏
を
呼
び
か
け
た
の
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
ヨ
セ
フ
ス

であ
る
。

　
（
六
）
　
戦
争
中
や
戦
争
が
終
わ
っ
た
と
き
に
、
自
分
の
領
地
に
テ
ィ
ト
ス
や
ロ
ー
マ
兵
た
ち
を
招
き
、
彼
ら
を
慰
労
し
た
の
は
ア
グ

リ
ッ
パ
ニ
世
で
あ
る
。

　わ
ず
か
六
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
わ
れ
わ
れ
に
対
ロ
ー
マ
の
ユ
ダ
ヤ
戦
争
中
の
エ
ル
サ
レ
ム
（
や
そ
の
他
の
地
）
に
、
ア
グ
リ
ッ
パ

ニ世
を
中
心
と
す
る
「
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
」
た
ち
が
か
な
り
の
数
い
た
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。

　本
論
文
は
、
ユ
ダ
ヤ
戦
争
中
の
「
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
」
（
親
カ
イ
サ
ル
派
の
者
）
や
「
フ
ィ
ロ
ロ
ー
マ
イ
オ
ス
」
（
親
ロ
ー
マ
派
の
者
）

であ
っ
た
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
、
そ
の
姉
妹
で
あ
る
ベ
レ
ニ
ケ
ー
、
マ
リ
ア
ン
メ
ー
、
ド
ル
ッ
シ
ラ
、
そ
し
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
哲
学

者
フ
ィ
ロ
ー
ン
の
兄
弟
で
あ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
・
ア
ラ
バ
ル
ケ
ー
ス
と
そ
の
息
子
の
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
・
ユ
リ
ウ
ス
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ロ

スを
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
し
や
「
フ
ィ
ロ
ロ
ー
マ
イ
オ
ス
」
に
は
紀
元
前
の
ヘ
ロ
デ
大
王
（
ユ
ダ
ヤ

王
、
前
三
七
年
－
前
四
年
）
に
遡
る
系
譜
が
あ
っ
た
と
い
う
理
解
に
立
ち
、
そ
の
た
め
最
初
に
そ
の
系
譜
を
外
観
す
る
。



一　

ヘ
ロ

デ
ー
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
の
系
譜
の
は
じ
あ

　
A
　
ユ
ダ
ヤ
の
王
へ
の
道

　
ヘ
ロ

デは
前
七
三
年
頃
に
、
イ
ド
ゥ
マ
イ
ア
人
の
ア
ン
テ
ィ
パ
テ
ル
ニ
世
と
ア
ラ
ブ
人
の
キ
ュ
プ
ロ
ス
の
間
に
も
う
け
ら
れ
た
子
で
あ

る
（
『
古
代
誌
』
一
四
・
＝
＝
）
。

　
こ
れ
か
ら
明
か
な
よ
う
に
、
ヘ
ロ
デ
は
生
粋
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
は
な
く
、
そ
の
出
自
は
ユ
ダ
ヤ
の
南
の
砂
漠
地
帯
で
あ
る
。
イ
ド
ゥ
マ
イ

ア

人

（こ
れ
は
エ
ド
ム
人
を
ギ
リ
シ
ア
語
に
音
記
し
た
も
の
）
は
申
命
記
二
三
・
八
で
「
お
ま
え
の
兄
弟
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
ユ
ダ

ヤ
人
と
の
彼
ら
の
関
係
は
必
ず
し
も
良
好
な
も
の
で
は
な
く
、
詩
篇
＝
二
七
・
七
－
九
、
哀
歌
四
・
二
一
ー
二
二
、
オ
バ
デ
ヤ
書
一
〇
ー

一
六な
ど
に
見
ら
れ
る
敵
対
的
・
侮
辱
的
な
感
情
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
1
彼
ら
は
前
五
六
八
年
の
ネ
ブ
カ
デ
ネ
ザ
ル
に
よ
る
エ
ル
サ

レ

ム

の

攻略
の
際
、
彼
の
忠
実
な
手
足
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
ー
、
不
浄
な
民
族
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
た
。
彼
ら
は
、
前
一
二
九

年
か
一
二
八
年
に
ハ
ス
モ
ン
王
朝
の
ヨ
ハ
ネ
・
ヒ
ュ
ル
カ
ノ
ス
に
よ
っ
て
そ
の
地
を
征
服
さ
れ
る
と
、
割
礼
を
施
さ
れ
て
ユ
ダ
ヤ
教
に
強

制
的
に
改
宗
さ
せ
ら
れ
（
前
掲
書
一
三
・
二
五
七
以
下
）
、
そ
の
た
め
ユ
ダ
ヤ
民
族
を
構
成
す
る
民
の
一
部
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
土
地
は
ハ
ス

モ
ン

王朝
の
行
政
区
の
ひ
と
つ
に
な
る
。
し
か
し
、
彼
ら
イ
ド
ゥ
マ
イ
ア
人
は
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
者
た
ち
か
ら
は
彼
ら
と
対
等
で
あ
る
と
は

見な
さ
れ
ず
、
つ
ね
に
「
半
ユ
ダ
ヤ
人
」
（
セ
ミ
・
ユ
ー
ダ
イ
オ
ス
）
と
呼
ば
れ
て
蔑
ま
れ
た
（
前
掲
書
一
四
・
四
〇
三
）
。
ヘ
ロ
デ
の
一
族

も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
「
半
ユ
ダ
ヤ
人
」
ヘ
ロ
デ
の
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
王
へ
の
道
程
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
彼
は
ま
ず
ロ
ー
マ
の
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
に
よ
り
ユ
ダ
ヤ
の
地
の
テ
ト
ラ
ル
ケ
ー
ス
に
任
命
さ
れ
る
（
『
戦
記
』
一
・
二
四
四
、
『
古
代
誌
』

第
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次
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ダ
ヤ
戦
争
に
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ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
た
ち
と
そ
の
系
譜
（
秦
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一
八

一四
・
三
二
六
）
。
テ
ト
ラ
ル
ケ
ー
ス
と
は
「
一
国
の
四
分
の
一
の
支
配
者
」
を
意
味
す
る
が
、
そ
こ
か
ら
転
じ
て
「
小
領
主
」
を
意
味
す

る
テ
ク
ニ
カ
ル
・
タ
ー
ム
で
あ
る
。
つ
い
で
、
（
二
）
彼
は
オ
ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
（
後
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
）
に
よ
り
全
シ
リ
ア
の
エ
ピ
ト

ロ
ボ
ス
に
任
命
さ
れ
る
（
『
戦
記
』
一
・
三
九
九
）
。
エ
ピ
ト
ロ
ボ
ス
に
は
「
知
事
」
の
訳
語
が
与
え
ら
れ
た
り
す
る
。
そ
し
て
、
（
三
）
彼
は
、

前
四
〇年
に
、
ロ
ー
マ
人
へ
の
忠
誠
心
を
買
わ
れ
、
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
推
挙
に
よ
り
、
ロ
ー
マ
の
元
老
院
に
よ
り
ユ
ダ
ヤ
の
王
に
指
命
さ

れる
（
『
戦
記
』
一
・
二
八
ニ
ー
五
、
『
古
代
誌
』
一
四
・
三
八
六
－
九
）
。
そ
の
王
権
は
、
後
に
な
っ
て
、
オ
ク
タ
ウ
ィ
ア
ヌ
ス
に
よ
っ
て
追
認

さ
れ
る
（
『
戦
記
』
一
・
三
九
一
－
二
）
。

　わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
注
意
し
た
の
は
、
ヘ
ロ
デ
の
支
配
の
背
後
に
は
そ
の
最
初
か
ら
ロ
ー
マ
の
元
老
院
と
カ
イ
サ
ル
（
1
ー
カ
エ
サ
ル
）

があ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
は
自
ら
が
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　B
　
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
の
証
し
と
し
て
の
諸
建
造
物

　
ヘ
ロ
デ
の
支
配
の
時
期
は
、
通
常
、
（
一
）
前
三
七
年
か
ら
前
二
五
年
ま
で
の
権
力
基
盤
の
確
立
の
時
期
、
（
二
）
前
二
五
年
か
ら
前
一

三年
ま
で
の
繁
栄
の
時
期
、
そ
し
て
（
三
）
前
＝
二
年
か
ら
前
四
年
ま
で
の
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
に
悩
ま
さ
れ
た
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。

ヘ
ロ

デは
、
ハ
ス
モ
ン
一
族
の
係
累
を
排
除
し
て
自
ら
の
権
力
基
盤
を
確
立
し
た
後
の
繁
栄
の
時
期
に
、
カ
イ
サ
ル
へ
の
忠
誠
の
証
し
と

し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
の
内
外
に
諸
建
造
物
を
建
て
る
。

　
ス

エ
ト
ニ
ウ
ス
『
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
』
五
九
ー
六
〇
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
マ
の
属
州
の
多
く
が
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
を
記
念
し
て
神

殿
や祭
壇
を
建
て
、
彼
の
友
人
の
王
た
ち
や
同
盟
者
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
た
ち
の
領
地
の
中
に
「
カ
エ
サ
レ
ア
」
（
1
ー
ギ
リ
シ
ア
語
読

み

では
カ
イ
サ
レ
イ
ア
）
と
呼
ば
れ
る
町
を
競
っ
て
建
て
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
時
代
と
一
致
す
る
ヘ
ロ
デ
の
繁



栄
の
時
期
の
土
木
事
業
は
、
ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
の
証
言
に
照
ら
し
て
検
証
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
が
、
ヘ
ロ
デ
に
と
っ
て
は
カ
イ
サ
ル
の
好

意
や

助け
な
く
し
て
は
何
事
も
達
成
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、
彼
は
ど
ん
な
犠
牲
を
払
っ
て
も
、
カ
イ
サ
ル
と
の
友
好
関
係
を
維
持
せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
彼
は
、
カ
イ
サ
ル
を
記
念
す
る
諸
建
造
物
を
建
て
る
こ
と
で
、
カ
イ
サ
ル
へ
の
忠
誠
を
、
ロ
ー
マ
の
カ
イ
サ

ル自
身
に
、
そ
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
や
非
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
（
シ
リ
ア
人
、
ロ
1
マ
人
、
ギ
リ
シ
ア
人
）
に
示
し
た
。

　
（
一
）
　
彼
は
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
時
代
に
す
で
に
神
殿
の
北
の
要
塞
を
再
建
し
、
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
を
記
念
し
て
そ
れ
を
「
ア
ン
ト
ニ
ア
」

と
命
名
す
る
（
『
古
代
誌
』
一
五
・
三
二
八
以
下
、
『
戦
記
』
一
・
四
〇
七
）
。

　
（
二
）
彼
は
後
の
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
の
領
地
の
一
部
に
な
る
バ
ネ
イ
オ
ン
に
神
殿
を
建
て
る
（
『
戦
記
』
一
・
四
〇
三
）
。

　
（
三
）
　
彼
は
シ
リ
ア
の
各
都
市
や
ギ
リ
シ
ア
に
も
カ
イ
サ
ル
に
捧
げ
る
神
殿
を
建
て
る
（
『
古
代
誌
』
一
六
・
一
四
六
以
下
、
『
戦
記
』
一
．

四
二
二
以
下
）
。

　
（
四
）
　
彼
は
サ
マ
リ
ア
を
再
建
し
て
セ
バ
ス
テ
ー
と
命
名
す
る
（
『
古
代
誌
』
一
五
・
二
九
二
。
同
書
一
六
・
一
三
六
以
下
も
参
照
）
。

　
（
五
）
　
彼
は
ス
ト
ラ
ト
ン
の
塔
の
建
っ
て
い
た
場
所
に
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
捧
げ
る
神
殿
や
劇
場
を
有
す
る
港
町
を
建
て
、
そ
こ
を
カ

イ
サ
レ
イ
ア
（
1
ー
カ
エ
サ
レ
ア
）
と
命
名
す
る
（
『
古
代
誌
』
一
五
・
三
三
一
－
四
一
、
＝
ハ
・
一
三
六
ー
四
一
、
『
戦
記
』
一
・
四
〇
八
－
一
六
）
。

　
ヘ
ロ
デ
は
こ
れ
ら
の
建
造
物
の
他
に
も
、
前
二
〇
年
か
前
一
九
年
に
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
殿
の
再
建
工
事
に
着
工
す
る
。
そ
の
完
成
は
彼

の

死後
の
ロ
ー
マ
総
督
ア
ル
ビ
ノ
ス
の
時
代
（
後
六
ニ
ー
六
四
年
）
で
あ
る
（
『
古
代
誌
』
一
五
・
三
八
〇
1
四
二
五
、
『
戦
記
』
一
・
四
〇
一
ー

二
）
。
も
し
そ
れ
が
生
前
に
完
成
さ
れ
て
い
た
ら
、
彼
は
そ
れ
を
時
の
皇
帝
に
捧
げ
、
そ
の
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
の
感
情
の
一
端
を
表
明
し
た

であ
ろ
う
。
何
し
ろ
、
ユ
ダ
ヤ
教
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
「
公
認
宗
教
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
た
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
イ
サ
ル
と
ア
ウ
グ
ス

ト
ゥ
ス
の
時
代
以
来
、
神
殿
で
は
一
日
に
二
回
皇
帝
と
ロ
ー
マ
市
民
の
安
寧
を
願
っ
て
犠
牲
が
捧
げ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
に
見
る
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
た
ち
と
そ
の
系
譜
（
秦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



二
〇

　C
　
「
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
」
た
ち
の
再
生
産
ー
ヘ
ロ
デ
の
子
ら
と
ロ
ー
マ
で
の
教
育

　
ヘ
ロ

デは
ハ
ス
モ
ン
一
族
の
大
祭
司
ヒ
ュ
ル
カ
ノ
ス
ニ
世
の
孫
娘
マ
リ
ア
ン
メ
ー
と
の
間
に
も
う
け
た
二
人
の
息
子
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
と
ア
リ
ス
ト
ブ
ー
ロ
ス
を
ロ
ー
マ
に
送
り
カ
イ
サ
ル
の
宮
廷
で
「
教
育
」
（
マ
セ
ー
マ
）
を
受
け
さ
せ
て
い
る
（
『
古
代
誌
』
一
五
・
三
四

二ー
三
）
。

　
ロ

ー
マ
か
ら
遠
隔
の
地
の
王
ヘ
ロ
デ
の
子
息
た
ち
を
預
か
る
こ
と
は
、
カ
イ
サ
ル
に
と
っ
て
た
ん
な
る
好
意
で
は
な
か
っ
た
。
彼
に

と
っ
て
ヘ
ロ
デ
の
子
息
た
ち
は
ロ
ー
マ
の
穐
偏
王
に
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
の
姿
勢
を
約
束
さ
せ
る
「
人
質
」
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
宮
廷
で

教
育
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
を
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
や
フ
ィ
ロ
ロ
ー
マ
イ
オ
ス
と
し
て
育
て
上
げ
て
送
り
返
す
た
め
で
も
あ
っ
た
。
　
ヘ
ロ

デは
二
人
の
息
子
を
前
二
二
年
に
ロ
ー
マ
に
連
れ
て
行
き
、
前
一
七
年
に
連
れ
帰
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
彼
ら
が
も
っ
と
も
多
感
な

時
期
で
あ
る
一
二
、
三
歳
の
こ
ろ
か
ら
五
年
間
も
ロ
ー
マ
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
カ
イ
サ
ル
か
ら
彼
ら
の
「
教
育
」
は

終わ
っ
た
と
宣
告
さ
れ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
帰
国
が
許
可
さ
れ
た
時
点
（
『
古
代
誌
』
一
六
・
六
）
で
の
彼
ら
は
、
そ
の
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
の

自
覚
的
な
水
準
は
と
も
か
く
、
ギ
リ
シ
ア
語
や
ラ
テ
ン
語
を
自
在
に
操
り
、
宮
廷
文
化
や
、
都
ロ
ー
マ
を
飾
る
異
教
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

に

違和
感
を
覚
え
な
い
「
フ
ィ
ロ
ロ
ー
マ
イ
オ
イ
」
（
「
親
ロ
ー
マ
派
」
）
の
立
派
な
一
員
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
ロ

ー
マ
に
送
ら
れ
て
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
こ
の
二
人
の
息
子
は
、
晩
年
の
ヘ
ロ
デ
と
は
う
ま
く
い
か
ず
、
そ
の
た
め
ヘ
ロ
デ
は
家
庭
内

の
ト
ラ
ブ
ル
を
一
々
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
『
戦
記
』
一
・
五
三
五
、
『
古
代
誌
』
一
六
・
九
〇
1
九
九
）
。
外

国
に
長
年
暮
ら
し
て
帰
国
し
た
子
女
が
両
親
と
折
り
合
い
が
悪
く
な
る
話
は
よ
く
あ
る
が
、
ヘ
ロ
デ
に
は
内
妻
が
一
〇
人
以
上
は
い
た
か

ら
、
二
人
の
息
子
た
ち
に
と
っ
て
ヘ
ロ
デ
は
必
ず
し
も
親
し
い
父
親
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ヘ
ロ
デ
は
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
の
最
終

的
な
解
決
を
カ
イ
サ
ル
の
仲
裁
に
も
と
め
た
が
（
『
古
代
誌
』
一
六
・
三
三
五
以
下
、
『
戦
記
』
一
二
九
五
－
九
八
）
、
こ
の
異
常
な
事
態
の
中



にも
、
こ
の
時
代
の
他
の
属
州
の
王
の
そ
れ
と
は
異
な
る
ヘ
ロ
デ
の
「
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
」
の
姿
勢
を
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ロ
ス
と
ア
リ
ス
ト
ブ
ー
ロ
ス
は
、
後
に
な
っ
て
1
前
七
年
こ
ろ
か
ー
、
セ
バ
ス
テ
ー
で
父
王
ヘ
ロ
デ
の
命
に
よ
り
投
獄
さ

れ

（『
古代
誌
』
一
六
・
三
二
〇
1
二
四
、
『
戦
記
』
一
・
四
九
六
）
、
つ
い
で
拒
殺
さ
れ
る
（
『
古
代
誌
』
一
六
・
三
九
四
、
『
戦
記
』
一
・
五
五
一
）
。

ニ　
ヘ
ロ
デ
の
子
ら
に
見
る
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
の
姿
勢

　
ヘ
ロ
デ
の
息
子
た
ち
の
あ
る
者
は
、
父
親
の
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
の
姿
勢
を
踏
襲
し
、
政
治
的
に
は
一
貫
し
て
カ
イ
サ
ル
の
庇
護
の
も
と

に
あ
る
こ
と
を
カ
イ
サ
ル
に
訴
え
つ
づ
け
る
。

　A
　
フ
ィ
リ
ッ
ボ
ス
（
前
四
年
か
ら
後
三
三
年
ま
た
は
三
四
年
）

　
フ
ィ
リ
ッ
ボ
ス
は
ヘ
ロ
デ
と
エ
ル
サ
レ
ム
出
身
の
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
と
の
間
の
子
で
あ
る
（
『
古
代
誌
』
一
七
二
＝
、
二
七
他
、
『
戦
記
』
一
・

五
六二
、
六
〇
二
他
）
。

　わ
れ
わ
れ
は
そ
め
時
期
を
知
ら
な
い
が
、
フ
ィ
リ
ッ
ボ
ス
も
ア
ル
ケ
ラ
オ
ス
と
一
緒
に
ロ
ー
マ
で
教
育
を
受
け
た
。
『
戦
記
』
一
・
六

〇

二に
「
こ
の
二
人
の
王
子
た
ち
は
、
ロ
ー
マ
で
教
育
を
受
け
て
い
た
の
だ
が
、
も
う
立
派
な
若
者
に
な
っ
て
男
ら
し
い
元
気
に
あ
ふ
れ

て
い
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
フ
ィ
リ
ッ
ボ
ス
と
ア
ル
ケ
ラ
オ
ス
は
か
な
り
の
期
間
ロ
ー
マ
で
教
育
を
受
け
、
異
母
兄
弟
の
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ロ
ス
や
ア
リ
ス
ト
ブ
ー
ロ
ス
と
同
じ
よ
う
に
、
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
、
フ
ィ
ロ
ロ
ー
マ
イ
オ
ス
と
な
っ
て
帰
国
し
た
で
あ
ろ
う
。
彼
が
父

王
ヘ
ロ
デ
の
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
の
姿
勢
を
踏
襲
し
た
証
拠
は
、
彼
が
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
の
北
の
ヨ
ル
ダ
ン
の
水
源
で
あ
る
古
代
の
パ
ニ
ア
ス
を

第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
に
見
る
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
た
ち
と
そ
の
系
譜
（
秦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



二
二

拡
大し
、
そ
れ
を
カ
イ
サ
ル
に
捧
げ
て
カ
イ
サ
レ
イ
ア
（
1
ー
カ
エ
サ
レ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
）
と
呼
ん
だ
こ
と
に
も
と
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
（
『
古

代誌
』
一
八
・
二
八
）
。
彼
は
ま
た
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
娘
ユ
リ
ア
を
も
忘
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
べ
ッ
サ
イ
ダ
の
町
を
再
建
す
る
と
、

彼
女
を
記
念
し
て
そ
れ
を
「
ベ
ッ
サ
イ
ダ
・
ユ
リ
ア
」
と
命
名
す
る
（
前
掲
書
一
八
・
二
八
）
。

　
フ

ィ
リ
ッ
ボ
ス
は
自
分
の
領
地
内
で
通
用
す
る
貨
幣
を
鋳
造
し
た
が
、
そ
れ
に
は
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
像
を
、
そ
し
て
次
の
テ
ィ
ベ
リ

ウ
ス
の
時
代
に
は
、
皇
帝
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
の
像
を
刻
む
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
十
戒
は
「
い
な
な
る
像
も
刻
ん
で
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
こ
の

戒
め
を
破
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
の
感
情
を
逆
な
で
し
て
で
も
貨
幣
に
皇
帝
の
像
を
刻
ん
だ
理
由
は
何
か
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
領
地
内
の
ユ

ダ
ヤ
人
た
ち
や
非
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
に
自
分
の
「
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
」
の
姿
勢
を
示
す
た
め
だ
っ
た
。

　B
　
ヘ
ロ
デ
・
ア
ン
テ
ィ
パ
ス
（
前
四
年
か
ら
後
三
九
年
）

　
ヘ
ロ
デ
・
ア
ン
テ
ィ
パ
ス
は
ヘ
ロ
デ
と
サ
マ
リ
ア
の
女
マ
ル
タ
ケ
ー
の
間
の
子
で
あ
る
（
『
古
代
誌
』
一
七
・
二
〇
、
『
戦
記
』
一
・
五
六
二
、

六
四

八
他
）
。

　
ア

ン

テ

ィ
パ
ス
が
ロ
ー
マ
で
教
育
を
受
け
た
証
拠
は
な
い
が
、
彼
は
彼
な
り
の
仕
方
で
父
王
の
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
の
姿
勢
を
示
す
。
す

な
わ
ち
、
彼
は
ガ
リ
ラ
ヤ
の
セ
ッ
ポ
ー
リ
ス
の
町
を
要
塞
化
す
る
と
、
そ
こ
を
「
皇
帝
の
町
」
の
意
で
「
ア
ウ
ト
ク
ラ
ト
リ
ス
」
と
呼
ぶ

（『
古
代誌
』
一
八
・
二
七
）
。
彼
は
ま
た
同
じ
ガ
リ
ラ
ヤ
の
エ
マ
ウ
ス
の
温
泉
近
く
で
、
か
つ
て
墓
場
だ
っ
た
場
所
を
再
開
発
し
て
王
宮
を
建

てる
と
、
そ
の
町
を
皇
帝
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
を
記
念
し
て
テ
ィ
ベ
リ
ア
ス
と
命
名
す
る
（
前
掲
書
一
六
・
三
六
）
。
こ
の
町
は
小
ア
ジ
ア
や
オ

リ
エ
ン
ト
に
多
数
つ
く
ら
れ
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
な
ポ
リ
ス
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
だ
け
に
、
　
ロ
ー
マ
人
を
も
含
む
異
教

徒
た
ち
に
は
歓
迎
さ
れ
る
ポ
リ
ス
で
あ
っ
た
。
彼
は
ま
た
ベ
ー
タ
ラ
ム
フ
タ
の
町
に
城
壁
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
こ
を
皇
帝
の
妃
の
名
に
ち
な



ん

で
ユー
リ
ア
と
呼
ぶ
（
前
掲
書
一
八
・
二
七
）
。

　C
　
ア
ル
ケ
ラ
オ
ス
（
前
四
年
か
ら
後
六
年
）

　
ア
ル
ケ
ラ
オ
ス
は
ヘ
ロ
デ
・
ア
ン
テ
ィ
パ
ス
の
兄
で
あ
る
。
彼
も
、
既
述
の
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
で
教
育
を
受
け
て
い
る
。
彼
の
領
地
は

サ

マリ
ア
と
イ
ド
ゥ
マ
イ
ア
を
含
む
ユ
ダ
ヤ
本
体
で
あ
っ
た
（
『
古
代
誌
』
一
七
・
＝
＝
七
－
二
一
）
。
彼
は
そ
の
失
政
が
災
い
し
て
、
統
治
の

一〇
年
目
に
現
在
の
ウ
ィ
ー
ン
に
追
放
さ
れ
る
（
『
古
代
誌
』
一
六
・
三
四
二
ー
四
四
、
『
戦
記
』
二
・
一
＝
）
。
彼
の
追
放
後
、
そ
の
領
地
は

ロ
ー
マ
の
直
接
統
治
下
に
置
か
れ
る
（
『
古
代
誌
』
一
七
・
三
五
五
）
。

三　
ロ
ー
マ
の
直
接
統
治
下
（
後
六
年
か
ら
四
一
年
）
の
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
た
ち

　こ
の
時
期
の
ユ
ダ
ヤ
教
は
依
然
と
し
て
帝
国
の
「
公
認
宗
教
」
の
ひ
と
つ
と
見
な
さ
れ
（
『
古
代
誌
』
第
一
四
巻
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
各
種
の

勅
令
を
参
照
）
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
殿
で
は
一
日
に
二
回
皇
帝
と
帝
国
の
民
の
安
寧
の
た
め
に
犠
牲
が
捧
げ
ら
れ
る
（
フ
ィ
ロ
ー
ン
『
ガ
イ
ウ

ス

へ
の使
節
』
一
五
七
、
三
一
七
参
照
）
。
な
お
、
『
戦
記
』
二
・
四
〇
九
、
四
一
四
－
一
五
に
よ
れ
ば
、
こ
の
祭
儀
が
中
断
さ
れ
た
の
は
ユ
ダ

ヤ
戦
争
の
直
前
で
あ
り
、
そ
の
中
断
こ
そ
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
へ
の
開
戦
の
宣
言
と
な
る
も
の
だ
っ
た
。
神
殿
の
祭
儀
が
ロ
ー
マ
の
保
護
下

に置
か
れ
、
そ
の
執
行
が
保
証
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
た
と
え
大
祭
司
の
式
服
が
ヘ
ロ
デ
の
死
後
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
帝
（
後
一
四
－
三
七
年
）
の

あ
る
時
期
ま
で
と
、
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
（
次
出
）
の
死
（
後
四
四
年
）
以
降
に
ロ
ー
マ
総
督
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
屈
辱
が
あ
っ
た
と
し

ても
（
『
古
代
誌
』
一
五
・
四
〇
四
以
下
）
、
大
祭
司
を
そ
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
頂
上
に
抱
く
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
殿
を
中
心
と
す
る
支
配
体
制

第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
に
見
る
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
た
ち
と
そ
の
系
譜
（
秦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



二四

は
「
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
」
た
ち
で
固
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
も
し
大
祭
司
の
言
動
が
カ
イ
サ
レ
イ
ア
駐
在
の
ロ
ー
マ
総
督
の
意
に
反
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
属
国
王
に
と
っ
て
、
そ
の
首
の
す
げ
替
え
は
す
み
や
か
に
断
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
柄
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の

例
を
い
く
つ
か
知
っ
て
い
る
（
た
と
え
ば
、
次
出
の
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
の
場
合
は
『
古
代
誌
』
一
九
・
二
九
七
、
三
一
三
－
一
五
、
三
一
六
、
三
四
一
、

アグ
リ
ッ
パ
ニ
世
の
場
合
は
『
古
代
誌
』
一
九
・
三
＝
二
以
下
、
二
〇
・
二
＝
二
参
照
）
。

四

ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
　
ロ
ー
マ
人
以
上
の
ロ
ー
マ
人

　
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
は
、
ア
リ
ス
ト
ブ
ー
ロ
ス
一
世
と
べ
レ
ニ
ケ
ー
が
前
一
〇
年
こ
ろ
に
も
う
け
た
子
で
あ
る
（
『
古
代
誌
』
一
九
・
三
五
〇

参
照
）
。
兄
に
ヘ
ロ
デ
、
弟
に
ア
リ
ス
ト
ブ
ー
ロ
ス
ニ
世
が
い
る
（
『
戦
記
』
一
・
五
五
二
）
。

　
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
は
、
兄
弟
た
ち
と
一
緒
に
父
に
よ
っ
て
養
育
さ
れ
た
が
（
『
古
代
誌
』
一
八
・
一
三
三
）
、
六
歳
か
七
歳
の
こ
ろ
、
す
な

わ
ち
前
四
年
の
ヘ
ロ
デ
大
王
の
死
よ
り
も
「
少
し
前
の
時
期
に
」
（
オ
リ
ゴ
ン
）
、
ロ
ー
マ
に
送
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
書
一
八
・
一
四
三
）
。
既

述
の
よ
う
に
、
父
の
ア
リ
ス
ト
ブ
ー
ロ
ス
は
、
前
七
年
こ
ろ
に
、
ヘ
ロ
デ
王
の
命
令
に
よ
っ
て
セ
バ
ス
テ
ー
で
拒
殺
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

彼
は
母
ベ
レ
ニ
ケ
ー
の
一
存
で
ロ
ー
マ
に
送
り
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
彼
女
が
そ
う
し
た
の
は
、
息
子
の
身
の
安
全
を
恐
れ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
が
、
同
時
に
ロ
ー
マ
で
の
彼
女
の
知
己
た
ち
と
の
交
わ
り
の
サ
ー
ク
ル
の
中
に
彼
を
置
き
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ヨ

セ
フ

ス

に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
マ
で
の
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
は
、
皇
帝
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
が
そ
の
最
初
の
妻
ウ
ィ
プ
サ
ニ
ア
の
間
に
も
う
け
た

ド
ル
ッ
ソ
ス
（
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
・
ド
ル
ッ
ソ
ス
。
前
＝
二
年
頃
ー
後
二
三
年
）
と
一
緒
に
養
育
さ
れ
て
（
『
古
代
誌
』
一
八
・
　
四
三
。

同
書
一
八
・
一
六
五
に
は
「
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
ス
と
そ
の
サ
ー
ク
ル
と
一
緒
に
育
て
上
げ
ら
れ
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
）
、
母
の
知
己
で
あ
る
皇
帝
の



弟
ド
ル
ッ
ソ
ス
（
前
三
八
－
九
年
。
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
妃
リ
ウ
ィ
ア
と
彼
女
の
最
初
の
夫
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
・
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
・
ネ
ロ

の間
に
も
う
け
ら
れ
た
子
）
の
妻
ア
ン
ト
ニ
ア
（
三
執
政
官
の
ひ
と
り
マ
ル
ク
・
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
娘
、
ゲ
ル
マ
ニ
ク
ス
の
母
、
将
来
の

皇帝
カ
リ
グ
ラ
の
祖
母
）
に
可
愛
が
ら
れ
た
ば
か
り
か
（
前
掲
書
一
八
・
一
四
三
）
、
将
来
の
皇
帝
カ
リ
グ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
貴
族
た
ち
の

子弟
と
親
密
な
交
わ
り
を
も
っ
て
い
る
（
『
戦
記
』
二
・
一
七
八
）
。
彼
が
ロ
ー
マ
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
に
帰
還
し
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、

シ

ュ
ー
ラ
i
『
歴
史
』
第
二
巻
、
四
四
三
頁
は
そ
れ
を
二
九
年
か
、
三
〇
年
と
推
定
す
る
。
彼
は
三
六
年
に
テ
ト
ラ
ル
ケ
ー
ス
の
ヘ
ロ
デ

を
告
訴
す
る
た
め
に
ロ
ー
マ
に
や
っ
て
来
て
い
る
か
ら
（
『
戦
記
』
二
二
七
八
、
『
古
代
誌
』
一
八
・
一
二
六
）
、
彼
は
そ
れ
以
前
に
少
な
く
と

も
一
度
は
パ
レ
ス
チ
ナ
に
帰
還
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
そ
の
時
期
が
シ
ュ
ー
ラ
ー
の
推
定
す
る
二
九
年
か
三
〇
年
と
す
る
と
、
そ

れま
で
の
彼
の
ロ
ー
マ
滞
在
は
三
〇
年
以
上
の
長
き
も
の
と
な
る
。
彼
は
そ
の
鷹
揚
な
性
格
と
浪
費
癖
が
災
い
し
て
無
一
物
と
な
り
（
そ

の

性格
に
つ
い
て
は
『
古
代
誌
』
一
九
・
三
二
八
以
下
参
照
）
、
ロ
ー
マ
で
の
生
活
が
困
難
に
陥
っ
た
ば
か
り
か
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
戻
っ
て
テ
ィ
，

ベ
リ
ア
ス
の
市
場
の
監
督
官
の
職
を
与
え
ら
れ
て
も
借
金
の
取
り
立
て
屋
に
追
い
か
け
ら
れ
て
パ
レ
ス
チ
ナ
の
各
地
を
転
々
と
す
る
始
末

であ
っ
た
が
、
「
あ
る
事
態
が
発
生
し
た
た
め
に
」
（
『
古
代
誌
』
一
八
・
一
二
六
）
1
『
戦
記
』
二
・
一
七
八
に
よ
れ
ば
、
ア
グ
リ
ッ
パ
と

ヘ
ロ

デ
・
ア
ン
テ
ィ
パ
ス
の
間
に
何
か
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
ー
、
三
六
年
の
春
に
イ
タ
リ
ア
に
戻
る
（
前
掲
箇
所
）
。

皇帝
の
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
は
彼
の
ロ
ー
マ
へ
の
帰
還
を
歓
迎
す
る
が
、
そ
の
訴
え
に
は
耳
を
傾
け
な
い
。
そ
の
た
め
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、

彼
は
後
の
皇
帝
ガ
イ
ウ
ス
の
機
嫌
を
取
る
こ
と
に
専
念
す
る
。
そ
し
て
あ
る
日
馬
車
で
遊
び
に
出
か
け
た
彼
は
、
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
が
一
日

も
早
く
ガ
イ
ウ
ス
に
譲
位
す
る
よ
う
祈
る
と
ガ
イ
ウ
ス
に
言
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
盗
み
聞
き
し
た
ガ
イ
ウ
ス
の
家
僕
に
よ
っ
て
テ
ィ
ベ

リ
ウ
ス
に
通
告
さ
れ
て
皇
帝
の
怒
り
を
買
い
、
そ
の
た
め
六
か
月
間
投
獄
さ
れ
る
（
『
古
代
誌
』
一
八
・
一
六
八
以
下
。
『
戦
記
』
二
二
七
九
－

八
〇を
も
参
照
）
。
し
か
し
、
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
が
三
七
年
三
月
一
六
日
に
亡
く
な
り
、
ガ
イ
ウ
ス
が
即
位
す
る
と
、
彼
は
た
だ
ち
に
釈
放
さ

第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
に
見
る
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
た
ち
と
そ
の
系
譜
（
秦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



二
六

れ
る
。
彼
は
ガ
イ
ウ
ス
治
下
の
四
年
間
（
三
七
ー
四
一
年
）
は
王
と
し
て
治
め
、
そ
の
う
ち
の
三
年
間
は
与
え
ら
れ
た
フ
ィ
リ
ッ
ボ
ス
の

領
地を
支
配
し
（
『
古
代
誌
』
一
八
・
二
一
二
七
、
『
戦
記
』
二
・
一
八
一
、
デ
ィ
オ
ン
『
ロ
ー
マ
史
』
五
五
・
八
・
二
。
フ
ィ
ロ
ー
ン
『
ガ
イ
ウ
ス
へ
の
使

節
』
三
二
四
を
も
参
照
）
、
四
年
目
に
は
ヘ
ロ
デ
の
領
地
が
加
え
ら
れ
（
『
古
代
誌
』
一
八
・
二
五
二
）
、
引
き
続
い
て
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
治
下
の

三
年間
（
四
一
－
四
四
年
）
を
王
と
し
て
治
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
間
前
記
の
土
地
に
ユ
ダ
ヤ
、
サ
マ
リ
ア
、
お
よ
び
カ
イ
サ
レ
イ

アを
も
加
え
ら
れ
る
（
前
掲
書
一
九
・
三
五
一
－
五
二
）
。

　
アグ
リ
ッ
パ
一
世
は
ガ
イ
ゥ
ス
・
カ
リ
グ
ラ
が
皇
帝
に
な
る
の
に
助
力
し
た
と
か
（
デ
ィ
オ
ン
『
ロ
ー
マ
史
』
五
九
・
八
・
二
）
、
ア
グ
リ
ッ

パ

一世
と
と
く
に
親
し
か
っ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
哲
学
者
フ
ィ
ロ
ー
ン
に
よ
り
、
彼
は
「
カ
エ
サ
ル
家
の
一
員
で
あ
る
」
（
『
フ
ラ
ッ

ク
ス
へ
の
反
論
』
三
五
）
と
か
、
「
王
に
し
て
カ
エ
サ
ル
の
友
人
で
あ
り
」
、
し
か
も
「
ロ
ー
マ
の
元
老
院
に
よ
っ
て
法
務
官
の
栄
誉
を
受
け

た
人
物
」
（
前
掲
書
四
〇
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ガ
イ
ウ
ス
・
カ
リ
グ
ラ
が
皇
帝
に
な
る
に
は
ロ
ー
マ
の
元
老
院
の
承
認
が
い
る
か
ら
、
ア

グ
リ
ッ
パ
一
世
の
助
力
と
い
う
の
は
具
体
的
に
何
を
指
し
て
の
こ
と
か
不
明
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し
た
一
連
の
資
料
の
発
言
か

ら
、
彼
が
ロ
ー
マ
で
あ
る
程
度
の
政
治
的
な
力
を
行
使
で
き
る
有
力
な
人
物
に
成
長
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
「
半

ユダ
ヤ
人
」
ヘ
ロ
デ
か
ら
数
え
て
三
代
目
に
ロ
ー
マ
人
以
上
の
ロ
ー
マ
人
が
そ
の
一
族
の
系
譜
の
中
に
誕
生
し
た
こ
と
を
知
る
。
ア
グ

リ
ッ
パ
一
世
は
、
そ
の
与
え
ら
れ
た
法
務
官
の
栄
誉
に
よ
り
、
元
老
院
で
の
着
席
を
許
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
ロ
ー
マ
で
の
祭
礼
の
と
き

な
ど
に
元
老
院
議
員
の
礼
服
を
ま
と
っ
て
競
技
場
の
議
員
の
席
に
す
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
は
、
三
八
年
の
八
月
以
降
の
あ
る
時
期
に
王
と
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
に
戻
る
が
（
フ
ィ
ロ
ー
ン
『
フ
ラ
ッ
ク
ス
へ
の
反
論
』

参照
）
、
王
と
し
て
の
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
の
評
判
は
必
ず
し
も
よ
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
に
と
っ
て
、

フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
で
あ
る
彼
は
、
ロ
ー
マ
に
顔
が
向
き
っ
ぱ
な
し
の
属
国
王
と
い
う
思
い
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
興



味
深
い
の
は
、
そ
の
子
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
の
庇
護
を
何
か
と
受
け
た
ヨ
セ
フ
ス
が
『
古
代
誌
』
一
九
・
三
二
八
－
三
四
で
、
ア
グ
リ
ッ
パ

一世
の
思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
性
格
に
つ
い
て
云
々
し
、
つ
い
で
同
書
一
九
・
三
三
五
－
三
七
で
王
が
べ
ー
リ
ュ
ト
ス
の
市
民
に
与
え

た
数
か
ず
の
恩
恵
に
言
及
す
る
が
、
そ
の
先
の
一
九
・
三
五
六
－
五
八
で
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
が
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
か
ら
い
か

に

嫌わ
れ
た
か
を
示
唆
す
る
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ヨ
セ
フ
ス
に
よ
れ
ば
、
カ
イ
サ
レ
イ
ア
で
（
『
戦
記
』
二
・
二
一
九
）
ア
グ

リ
ッ
パ
一
世
が
亡
く
な
っ
た
と
分
か
る
と
、
そ
の
地
と
i
既
述
の
よ
う
に
、
そ
こ
は
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
の
祖
父
ヘ
ロ
デ
の
建
て
た
町
で

、
　
　
　
　
　
あ
っ
た
ー
と
サ
マ
リ
ア
の
町
セ
バ
ス
テ
ー
の
住
民
た
ち
は
「
口
に
す
る
の
も
揮
れ
る
よ
う
な
侮
辱
的
な
言
葉
」
を
故
人
と
な
っ
た
王
に

　
　
　
　
　

投げ
つ
け
、
軍
務
に
服
し
て
い
た
者
た
ち
の
す
べ
て
は
叛
乱
し
て
自
宅
に
戻
り
、
王
の
娘
た
ち
（
後
出
）
の
肖
像
画
を
持
ち
出
し
淫
売
宿

　
　
　
　
　

（タ
・
プ
ロ
ネ
イ
ア
）
に
持
っ
て
行
く
と
、
そ
の
屋
上
に
置
い
て
「
語
る
も
檸
れ
る
よ
う
な
」
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
類
の
罵
声
を
浴
び
せ
た

　
　
　
　
　

ば
かり
か
、
三
途
の
川
の
渡
し
守
り
で
あ
る
カ
ロ
ー
ン
（
ギ
リ
シ
ア
神
話
）
に
献
酒
し
て
王
の
死
を
祝
っ
て
互
い
に
乾
杯
し
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
話
を
た
ん
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
葬
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
カ
イ
サ
レ
イ
ア
の
住
民
が
国
王
の
娘
た
ち
の
肖
像
画
を

　
　
　
　
　
自
宅
に
所
持
し
て
い
た
事
実
は
、
ア
グ
リ
ッ
パ
｝
世
が
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
の
全
体
主
義
的
な
政
治
体
制
を
強
制
し
て
い
た
こ
と
や
、
人
び

　
　
　
　
　
と
が
そ
れ
を
持
ち
出
し
て
淫
売
宿
に
置
い
た
り
、
王
の
死
を
祝
っ
た
と
い
う
事
実
は
彼
ら
が
そ
の
よ
う
な
体
制
に
忍
耐
・
忍
従
の
限
界
を

　
　
　
　
　

感じ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
か
ら
で
あ
る
。
ヨ
セ
フ
ス
は
後
六
六
年
に
は
じ
ま
る
叛
乱
の
間
接
因
の
ひ
と
つ
を
ロ
ー
マ
総
督
の
悪
政
に
も

　
　
　
　
　
と
め
る
が
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
ヨ
セ
フ
ス
に
な
ら
っ
て
叛
乱
の
間
接
因
を
も
と
め
て
か
ま
わ
な
い
な
ら
、
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
の
フ
ィ
ロ
カ

　
　
　
　
　
イ
サ
ル
の
政
治
体
制
も
ま
た
そ
れ
を
加
速
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
に
見
る
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
た
ち
と
そ
の
系
譜
（
秦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



二
八

五
第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
中
の
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
た
ち

　
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
は
妻
の
キ
プ
ロ
ス
と
の
間
に
二
人
の
息
子
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
と
ド
ル
ッ
ソ
ス
と
三
人
の
娘
ベ
レ
ニ
ケ
ー
、
マ
リ
ア
ン

メ
ー
、
ド
ル
ッ
シ
ラ
を
も
う
け
る
。
こ
の
う
ち
の
ド
ル
ッ
ソ
ス
は
青
年
に
達
す
る
前
に
亡
く
な
っ
て
い
る
（
『
戦
記
』
二
・
二
二
〇
、
『
古
代

誌
』
一
八
・
一
三
二
）
。
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
の
こ
れ
ら
の
子
女
た
ち
が
第
一
ユ
ダ
ヤ
戦
争
中
の
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
た
ち
の
中
心
と
な
る
。

　
A
　
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世

　
アグ
リ
ッ
パ
ニ
世
は
父
王
の
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
が
四
四
年
に
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
一
七
歳
で
あ
っ
た
か
ら
（
『
古
代
誌
』
一
九
・
三
五

四
）
、
そ
の
誕
生
は
二
七
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ヨ
セ
フ
ス
に
よ
れ
ば
、
彼
は
父
が
亡
く
な
っ
た
四
四
年
に
は
「
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
・
カ

エ

サ

ル
のも
と
で
養
育
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
か
ら
（
前
掲
書
一
九
・
三
六
〇
）
、
そ
し
て
五
二
年
こ
ろ
ま
で
は
パ
レ
ス
チ
ナ
に
帰
国
し
た
形

跡
は
な
い
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
少
な
く
と
も
八
年
以
上
は
ロ
ー
マ
に
滞
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
ロ
ー
マ
滞
在
中
に
十

分す
ぎ
る
ほ
ど
の
ギ
リ
シ
ア
語
の
知
識
を
身
に
つ
け
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
証
拠
は
、
ヨ
セ
フ
ス
か
ら
ギ
リ
シ
ア
語
で
著
さ
れ
た
『
ユ
ダ

ヤ
戦
記
』
を
献
呈
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
一
読
し
て
そ
の
記
録
の
真
実
性
を
保
証
す
る
六
二
通
の
手
紙
を
ギ
リ
シ
ア
語
で
書
い
て
い
る
こ
と

にも
と
め
ら
れ
る
（
『
自
伝
』
三
六
四
、
『
ア
ピ
オ
ー
ン
へ
の
反
論
』
一
・
五
一
以
下
）
。

　彼
は
父
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
若
す
ぎ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
父
の
領
地
を
継
承
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
フ
ァ
ド
ス
が
ユ
ダ
ヤ
と
全

王国
の
エ
パ
ル
コ
ス
（
総
督
）
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
（
四
四
ー
四
六
年
）
。
そ
し
て
伯
父
の
カ
ル
キ
ス
の
王
ヘ
ロ
デ
が
四
八
年
に
亡
く
な

る
と
そ
の
領
地
を
継
承
し
、
五
三
年
に
は
フ
ィ
リ
ッ
ボ
ス
の
領
地
（
バ
タ
ナ
エ
ア
、
ト
ラ
コ
ニ
テ
ィ
ス
、
ガ
ウ
ラ
ニ
テ
ィ
ス
）
、
リ
ュ
サ



ニ
ア

ス

の領
地
で
あ
る
ア
ビ
ラ
と
、
ヴ
ァ
ル
ス
の
領
地
を
加
え
ら
れ
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
の
死
後
も
、
ネ
ロ
帝
に
よ
り
ガ
リ
ラ
ヤ
と
ペ
ラ

イ
ア
の
重
要
都
市
、
す
な
わ
ち
テ
ィ
ベ
リ
ア
ス
と
タ
リ
カ
イ
ア
イ
と
そ
れ
ら
の
周
辺
地
域
、
ユ
ー
リ
ア
ス
の
町
と
一
四
の
近
隣
の
村
を
加

えら
れ
る
が
（
『
古
代
誌
』
二
〇
・
一
五
九
、
『
戦
記
』
二
・
二
五
二
）
、
こ
の
一
連
の
加
領
は
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
の
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
の
姿
勢
と

も
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
皇
帝
ネ
ロ
の
時
代
に
王
都
で
あ
る
カ
イ
サ
レ
イ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
の
名
を
ネ
ロ
ニ
ア
ス
に
改
め
た
ば
か

り
か
（
『
古
代
誌
』
二
〇
・
二
＝
）
、
そ
の
発
行
し
た
貨
幣
に
も
そ
の
名
を
刻
み
込
ん
で
い
る
（
シ
ュ
ー
ラ
ー
『
歴
史
』
、
一
巻
四
七
四
頁
）
。
彼

の

発
行す
る
貨
幣
に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
こ
に
は
時
の
皇
帝
、
す
な
わ
ち
ネ
ロ
帝
時
代
で
あ
れ
ば
ネ
ロ
帝
の
、
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
帝
時

代
で
あ
れ
ば
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
の
、
テ
ィ
ト
ス
帝
時
代
で
あ
れ
ば
テ
ィ
ト
ス
の
、
ド
ミ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
帝
時
代
で
あ
れ
ば
ド
ミ
テ
ィ
ア
ヌ

ス

の名
前
と
像
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
の
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
の
姿
勢
は
、
都
市
や
貨
幣
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
も
窺
え
る
。
軍
隊
の
提
供
で
あ
る
。
た

と
え
ば
彼
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
を
確
保
す
る
た
め
の
パ
ル
テ
ィ
ア
遠
征
で
は
、
ネ
ロ
帝
の
命
令
に
よ
り
、
補
助
軍
を
提
供
し
て
い
る
（
タ
キ

ト
ゥ
ス
『
年
代
記
』
一
三
・
七
）
。
対
ロ
ー
マ
戦
争
の
直
前
に
シ
リ
ア
か
ら
ケ
ス
テ
ィ
オ
ス
が
第
十
二
軍
団
（
全
軍
）
と
他
の
三
軍
団
か
ら
の

精兵
た
ち
を
率
い
て
や
っ
て
来
た
と
き
に
は
、
援
軍
を
提
供
し
た
コ
ン
マ
ゲ
ー
ネ
ー
の
王
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
や
エ
メ
サ
の
王
ソ
ア
イ
モ
ス

ら
と
と
も
に
、
彼
は
三
〇
〇
〇
の
歩
兵
と
二
〇
〇
〇
以
下
の
騎
兵
を
提
供
し
た
ば
か
り
か
、
ケ
ス
テ
ィ
オ
ス
の
軍
団
の
先
導
役
を
買
っ
て

出
る
（
『
戦
記
』
二
・
五
〇
二
）
。
こ
の
ケ
ス
テ
ィ
オ
ス
の
軍
団
は
エ
ル
サ
レ
ム
攻
略
の
直
前
に
不
可
解
な
撤
退
を
し
て
い
る
が
（
前
掲
書
二
・

五三
一
ニ
ー
四
五
）
、
こ
の
撤
退
の
と
き
か
ら
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
の
パ
レ
ス
チ
ナ
登
場
ま
で
の
間
、
彼
は
王
国
の
統
治
を
ノ
ア
ル
ス
な
る
人

物
に
ま
か
せ
て
パ
レ
ス
チ
ナ
に
不
在
で
、
六
七
年
の
春
ま
で
ベ
イ
ル
ー
ト
に
滞
在
す
る
。
ケ
ス
テ
ィ
オ
ス
の
撤
退
で
エ
ル
サ
レ
ム
の
叛
乱

分
子は
勢
い
づ
い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
の
パ
レ
ス
チ
ナ
不
在
は
多
分
彼
自
身
の
身
の
安
全
の
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。

第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
に
見
る
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
た
ち
と
そ
の
系
譜
（
秦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



三〇

ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
は
六
六
年
に
ネ
ロ
帝
の
命
令
に
よ
り
、
陸
路
プ
ト
レ
マ
イ
ス
に
向
か
い
、
そ
の
地
で
集
結
さ
せ
た
軍
勢
（
第
五
軍
団
、

第
十
軍
団
）
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
か
ら
北
上
し
て
き
た
息
子
テ
ィ
ト
ス
の
率
い
る
軍
勢
（
第
一
五
軍
団
）
を
合
流
さ
せ
る
が
、
そ
の
と

き
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
は
、
コ
ン
マ
ゲ
ー
ネ
ー
の
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
四
世
や
エ
メ
サ
の
王
ソ
ア
イ
モ
ス
、
ア
ラ
ブ
の
マ
ル
カ
ス
ら
と
と
も
に

援
軍を
提
供
す
る
。
彼
は
二
〇
〇
〇
の
騎
乗
し
な
い
弓
兵
と
一
〇
〇
〇
の
騎
兵
を
提
供
す
る
。
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
は
そ
れ
ば
か
り
か
、
戦

争中
、
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
と
そ
の
軍
団
を
カ
イ
サ
レ
イ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
に
招
い
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
彼
ら
を
慰
安
す
る
と
同
時
に
、

領内
の
不
穏
分
子
を
牽
制
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
彼
ら
の
滞
在
は
二
〇
日
間
に
お
よ
ん
で
い
る
（
『
戦
記
』
三
・
四
四
三
i
四
四
）
。

ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
は
ネ
ロ
の
死
（
六
八
年
の
六
月
九
日
）
後
、
皇
帝
と
な
っ
た
ガ
ル
バ
に
祝
意
を
表
明
す
る
た
め
に
テ
ィ
ト
ス
に
同
行
し

て
ロ

ー
マ
に
赴
く
。
ロ
ー
マ
へ
の
途
次
で
、
ガ
ル
バ
殺
害
（
六
九
年
の
一
月
一
五
日
）
の
知
ら
せ
を
受
け
、
テ
ィ
ト
ス
は
カ
イ
サ
レ
イ
ア

で
待
機中
の
父
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
の
も
と
に
戻
る
が
、
彼
は
ロ
ー
マ
に
赴
き
そ
こ
に
滞
在
す
る
（
『
戦
記
』
四
・
四
九
八
－
五
〇
〇
、
タ
キ

ト
ゥ
ス
『
同
時
代
史
』
二
二
⊥
一
）
。
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
が
六
九
年
の
七
月
に
皇
帝
に
推
戴
さ
れ
る
と
、
祝
意
を
表
明
す
る
た
め
に
、
妹

の

べ
レ

ニケ
ー
に
よ
っ
て
急
遽
パ
レ
ス
チ
ナ
に
呼
び
戻
さ
れ
る
（
タ
キ
ト
ゥ
ス
、
前
掲
書
二
・
八
一
）
。
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
は
七
〇
年
の
エ

ル
サ
レ

ム

攻略
を
テ
ィ
ト
ス
に
委
ね
、
テ
ィ
ト
ス
・
ユ
リ
ウ
ス
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
を
参
謀
長
と
す
る
が
（
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
後

述
）
、
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
は
テ
ィ
ト
ス
に
再
度
援
軍
を
提
供
し
た
ば
か
り
か
（
タ
キ
ト
ゥ
ス
、
前
掲
書
五
・
一
）
、
彼
と
行
動
を
と
も
に
し
は

じ
め
る
。
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
陥
落
後
に
カ
イ
サ
レ
イ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
で
主
催
し
た
祝
宴
で
ホ
ス
ト
役
を
つ
と
め
る
（
『
戦

記
』
七
・
一
一
三
－
四
）
。
テ
ィ
ト
ス
と
そ
の
軍
団
を
慰
労
す
る
た
め
に
野
獣
と
の
格
闘
競
技
や
剣
闘
士
の
競
技
な
ど
「
多
種
多
様
な
見
せ
物
」

を
提
供
す
る
が
、
多
数
の
捕
虜
が
野
獣
と
の
格
闘
競
技
で
落
命
す
る
が
、
そ
れ
を
提
供
し
、
テ
ィ
ト
ス
の
傍
ら
で
見
守
る
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ

世
は
も
は
や
ユ
ダ
ヤ
人
の
王
で
は
な
く
て
、
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
の
化
身
と
な
っ
た
ロ
ー
マ
人
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
と



次
出
の
べ
レ
ニ
ケ
ー
の
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
の
姿
勢
は
ユ
ダ
ヤ
の
民
族
主
義
者
た
ち
の
憎
悪
を
買
っ
た
が
、
そ
の
憎
し
み
の
感
情
の
激
し
さ

は
戦
争
に
突
入
す
る
段
階
（
六
六
年
）
で
、
彼
ら
が
そ
の
王
宮
を
大
祭
司
の
ア
ナ
ニ
ア
ス
の
邸
と
と
も
に
焼
き
討
ち
し
た
こ
と
か
ら
知
ら

れる
（
『
戦
記
』
二
・
四
二
六
）
。

　
B
　
ベ
レ
ニ
ケ
ー

　
ベ
レ
ニ
ケ
ー
は
、
兄
の
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
と
組
ん
で
ユ
ダ
ヤ
の
政
治
の
舞
台
に
飛
び
出
し
た
女
性
で
あ
る
。
彼
女
は
大
概
の
場
合
は
ア

グ
リ
ッ
パ
ニ
世
と
一
緒
に
行
動
を
取
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
『
戦
記
』
の
記
述
ば
か
り
か
、
使
徒
行
伝
二
五
・
＝
二
ー
四
の

「
数日
経
っ
て
、
ア
グ
リ
ッ
パ
王
と
べ
レ
ニ
ケ
ー
が
、
フ
ェ
ス
ト
ス
に
敬
意
を
表
す
る
た
め
に
カ
イ
サ
レ
イ
ア
に
や
っ
て
来
た
。
彼
ら
が

幾日
も
そ
こ
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
、
フ
ェ
ス
ト
ス
は
パ
ウ
ロ
の
件
を
王
に
持
ち
出
し
て
言
っ
た
」
や
、
同
書
二
五
・
二
三
の
「
翌
日
、

アグ
リ
ッ
パ
と
べ
レ
ニ
ケ
ー
が
盛
装
し
て
到
着
し
、
千
人
隊
長
た
ち
や
主
だ
っ
た
人
び
と
と
と
も
に
謁
見
室
に
入
る
と
、
フ
ェ
ス
ト
ス
の

命
令
で
パ
ウ
ロ
が
引
き
出
さ
れ
た
」
の
記
述
が
示
唆
す
る
。
ア
グ
リ
ッ
パ
の
不
在
中
は
単
独
で
も
行
動
し
た
。

　
ベ
レ

ニケ
ー
の
最
初
の
結
婚
相
手
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
・
ア
ラ
バ
ル
ケ
ー
ス
（
後
出
）
の
息
子
で
、
ア
ラ
ブ
の
国
や
イ
ン
ド
と
の
交

易
に

従事
し
て
い
た
マ
ル
コ
ス
・
ユ
ー
リ
オ
ス
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
で
あ
っ
た
が
（
『
古
代
誌
』
一
九
・
二
七
七
）
、
彼
女
は
、
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ス
の
死
後
、
故
人
と
な
っ
た
父
王
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
の
兄
で
あ
る
カ
ル
キ
ス
の
王
ヘ
ロ
デ
と
再
婚
す
る
（
『
戦
記
』
二
・
二
一
七
、
『
古

代誌
』
一
九
・
二
七
七
）
。
こ
の
結
婚
の
時
期
は
四
三
年
か
四
四
年
で
、
彼
女
は
ヘ
ロ
デ
と
の
間
に
ベ
レ
ニ
キ
ア
ヌ
ス
と
ヒ
ュ
ル
カ
ノ
ス
を

も
う
け
る
（
『
古
代
誌
』
二
〇
・
一
〇
四
）
。
ヘ
ロ
デ
は
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
・
カ
イ
サ
ル
の
治
世
の
第
八
年
、
す
な
わ
ち
四
八
年
に
亡
く
な
る

（前掲
箇
所
）
。
ヘ
ロ
デ
の
死
後
、
彼
女
は
「
長
い
間
」
寡
婦
の
生
活
を
送
る
が
（
前
掲
書
二
〇
・
一
四
五
）
、
兄
の
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
と
通
じ

第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
に
見
る
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
た
ち
と
そ
の
系
譜
（
秦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
＝



三
二

て
い
る
と
い
う
噂
を
立
て
ら
れ
た
り
す
る
（
前
掲
箇
所
。
ユ
エ
ナ
リ
ウ
ス
『
風
刺
詩
』
六
二
五
六
－
六
〇
）
。
彼
女
は
こ
の
噂
を
否
定
す
る
た

め

に
キ
リ
キ
ア
の
王
ポ
レ
モ
ン
と
六
四
年
以
降
の
あ
る
時
期
に
（
シ
ュ
ー
ラ
i
『
歴
史
』
、
一
巻
四
七
四
）
結
婚
す
る
が
、
彼
女
が
「
奔
放
で

あ
っ
た
た
め
に
」
（
デ
ィ
・
ア
コ
ラ
シ
ア
ン
）
、
そ
の
結
婚
は
長
続
き
せ
ず
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
戻
っ
て
い
る
。

　
ベ
レ

ニケ
ー
の
性
格
が
奔
放
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
事
実
ら
し
い
。
そ
れ
を
証
明
す
る
の
は
テ
ィ
ト
ス
と
の
恋
愛
で
あ
る
。
テ
ィ
ト
ス

（誕
生は
四
一
年
一
二
月
三
〇
日
）
の
ハ
ン
サ
ム
ぶ
り
や
そ
の
も
っ
て
生
ま
れ
た
タ
レ
ン
ト
に
つ
い
て
は
ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
『
テ
ィ
ト
ス
』
が

報告
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
引
か
な
い
が
、
彼
女
の
テ
ィ
ト
ス
と
の
恋
愛
関
係
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
ガ
ル
バ
の
死
以
前
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
既
述
の
よ
う
に
、
新
皇
帝
に
祝
意
を
表
明
す
る
た
め
に
ロ
ー
マ
に
向
か
う
途
次
に
あ
っ
た
テ
ィ
ト
ス
は
、
ガ
ル
バ
の

死
で

パ
レ

ス

チ
ナ
に
戻
っ
た
が
、
テ
ィ
ト
ス
は
一
部
の
皮
肉
屋
た
ち
か
ら
「
ベ
レ
ニ
ケ
ー
へ
の
熱
烈
な
慕
情
に
負
け
て
」
パ
レ
ス
チ
ナ
に
　
　
　
・

舞
い
戻
っ
た
と
噂
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
（
タ
キ
ト
ゥ
ス
『
同
時
代
史
』
二
・
二
参
照
）
。
こ
の
恋
愛
で
興
味
深
い
の
は
、
ベ
レ
ニ
ケ
ー
の
兄
ア

グ
リ
ッ
パ
ニ
世
が
そ
の
恋
愛
を
積
極
的
に
支
援
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
女
は
戦
争
が
終
わ
っ
た
七
五
年
に
ロ
ー
マ
に
赴
き
、
テ
ィ
ト
ス
と

の

恋
愛
を

発
展さ
せ
、
宮
廷
に
住
ん
で
テ
ィ
ト
ス
と
同
棲
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
は
彼
女
の
ロ
ー
マ
行
き
に
同
道
し
た

ば
かり
か
、
テ
ィ
ト
ス
と
妹
ベ
レ
ニ
ケ
ー
の
関
係
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
法
務
官
の
地
位
（
帝
政
初
期
の
法
務
官
の
定
員
は
一
二
名
）

を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
デ
ィ
オ
ン
『
ロ
ー
マ
史
』
六
五
・
一
五
・
三
）
。
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。
も
っ
と

も
ベ
レ
ニ
ケ
ー
の
願
い
は
実
現
し
な
い
。
「
彼
女
は
彼
（
テ
ィ
ト
ス
）
と
の
結
婚
を
望
み
、
す
べ
て
の
こ
と
に
お
い
て
す
で
に
彼
の
妻
で

あ
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
た
。
し
か
し
彼
は
、
ロ
ー
マ
人
が
こ
の
関
係
を
不
快
に
思
っ
て
い
る
の
を
認
め
る
と
、
彼
女
を
追
放
し
た
」

から
で
あ
る
（
前
掲
書
六
五
・
一
五
・
四
。
ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
『
テ
ィ
ト
ス
』
七
・
一
を
も
参
照
）
。
テ
ィ
ト
ス
の
父
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
は
七
九
年

の

六月
二
三
日
に
亡
く
な
る
と
、
ベ
レ
ニ
ケ
ー
は
テ
ィ
ト
ス
の
気
持
ち
に
「
変
化
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
て
ロ
ー
マ
に
再
度



や
っ
て
来
る
が
、
テ
ィ
ト
ス
に
無
視
さ
れ
、
失
意
の
う
ち
に
パ
レ
ス
チ
ナ
に
戻
る
（
デ
ィ
オ
ン
、
前
掲
書
六
六
・
一
八
・
一
）
。

　
C
　
マ
リ
ア
ン
メ
ー

　
マ
リ
ア
ン
メ
ー
に
つ
い
て
知
り
得
る
ヨ
セ
フ
ス
か
ら
の
情
報
は
わ
ず
か
な
も
の
で
し
か
な
い
が
、
そ
れ
で
も
そ
れ
は
重
要
で
あ
る
。

　
彼女
は
父
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
が
亡
く
な
っ
た
四
四
年
に
は
一
〇
歳
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
か
ら
（
『
古
代
誌
』
一
九
・
ご
孟
四
）
、
そ
の
誕
生

年
は
三
四
年
と
な
る
。
彼
女
は
父
王
が
亡
く
な
っ
た
時
点
で
す
で
に
ヘ
ル
キ
ア
ス
の
子
ユ
ー
リ
ウ
ス
・
ア
ル
ケ
ラ
オ
ス
と
婚
約
し
（
『
古
代

誌
』
一
九
・
三
五
五
）
、
父
王
の
死
後
兄
の
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
に
よ
り
ア
ル
ケ
ラ
オ
ス
と
結
婚
さ
せ
ら
れ
、
二
人
の
間
に
は
娘
の
べ
レ
ニ
ケ
ー

が

誕
生す
る
（
前
掲
書
二
〇
・
一
四
〇
）
。
『
ア
ピ
オ
ー
ン
へ
の
反
論
』
一
・
五
一
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ア
ル
ケ
ラ
オ
ス
は
「
ギ
リ
シ
ア
語
の
知

識
を
身
に
つ
け
た
多
く
の
人
び
と
」
の
｛
人
で
、
前
出
の
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
と
同
じ
よ
う
に
ヨ
セ
フ
ス
の
『
戦
記
』
を
買
い
上
げ
て
読
ん

で
い
る
。
マ
リ
ア
ン
メ
ー
は
、
姉
の
べ
レ
ニ
ケ
ー
が
カ
ル
キ
ス
の
王
ポ
レ
モ
ー
ン
と
離
婚
し
た
こ
ろ
（
後
述
）
、
ア
ル
ケ
ラ
オ
ス
と
離
縁

し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
の
中
で
「
家
柄
と
財
力
の
点
で
は
第
一
流
の
人
物
で
あ
り
、
当
時
ア
ラ
バ
ル
ケ
ー
ス
の
職

（こ
の
職
に
つ
い
て
は
拙
訳
『
古
代
誌
』
一
八
・
一
五
九
の
註
参
照
）
に
あ
っ
た
」
デ
ー
メ
ト
リ
オ
ス
と
呼
ば
れ
る
人
物
と
結
婚
し
、
彼
と
の
間

に
［
子
ア
グ
リ
ッ
ピ
ノ
ス
を
も
う
け
る
（
『
古
代
誌
』
二
〇
二
四
七
）
。
ヨ
セ
フ
ス
は
先
に
進
ん
で
、
マ
リ
ア
ン
メ
ー
と
デ
ー
メ
ト
リ
オ
ス
、

そ
し
て
二
人
の
間
の
子
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
語
る
と
約
束
す
る
そ
の
言
葉
の
時
期
か
ら
判
断
す
る
と
（
そ
の
約
束
は
実
際
に
は
果
た
さ

れ
て
い
な
い
が
）
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
結
婚
が
少
な
く
と
も
ヨ
セ
フ
ス
が
『
古
代
誌
』
の
最
終
巻
を
書
い
て
い
た
九
四
年
こ
ろ
ま
で
つ
づ

い
た
こ
と
を
知
る
が
、
そ
れ
は
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
や
そ
の
妹
ベ
レ
ニ
ケ
ー
に
と
っ
て
ユ
ダ
ヤ
戦
争
前
に
す
で
に
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
・

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
出
来
て
い
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
「
ア
レ
ク
サ
ン

第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
に
見
る
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
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た
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三
四

ド
リ
ア
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
を
介
し
て
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
女
は
ガ
イ
ウ
ス
に
よ
っ
て
投
獄
さ
れ
て
い
た
が
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
に

よ
っ
て
釈
放
さ
れ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ア
ラ
バ
ル
ケ
ー
ス
だ
っ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
と
結
婚
す
る
。

　
D
　
ド
ル
ッ
シ
ラ

　ド
ル
ッ
シ
ラ
に
つ
い
て
知
り
得
る
情
報
も
少
な
い
。

　
彼
女は
父
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
が
四
四
年
に
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
六
歳
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
（
『
古
代
誌
』
一
九
・
三
五
四
）
、

三
八年
に
生
ま
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
父
王
に
よ
り
最
初
の
結
婚
相
手
と
さ
れ
た
の
は
、
コ
ン
マ
ゲ
ー
ネ
ー
の
王
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
四
世

の子
エ
ピ
フ
ァ
ネ
ス
で
あ
る
が
（
前
掲
書
一
九
・
三
五
五
）
、
彼
が
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
慣
習
」
（
タ
・
ユ
ー
ダ
イ
オ
ー
ン
・
エ
セ
ー
）
に
し
た
が

う
の
を
拒
ん
だ
た
め
に
、
実
際
の
結
婚
に
は
至
ら
ず
、
彼
女
は
割
礼
を
受
け
る
こ
と
に
同
意
し
た
エ
メ
サ
の
王
ア
ズ
ィ
ゾ
ス
と
結
婚
す
る

（前掲
書
二
〇
・
一
三
九
）
。
こ
の
王
は
五
三
年
か
五
四
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
彼
女
の
結
婚
は
一
五
歳
か
一
六
歳
以
前
と

な
る
。
非
常
に
早
い
時
期
の
政
略
結
婚
と
な
る
が
、
そ
の
結
婚
は
ア
ズ
ィ
ゾ
ス
の
死
以
前
に
解
消
さ
れ
る
。
そ
の
原
因
と
な
っ
た
の
は
、

パ
レ

ス

チ
ナ
に
赴
任
し
て
き
た
ロ
ー
マ
総
督
フ
ェ
ー
リ
ッ
ク
ス
（
五
二
年
こ
ろ
i
六
〇
年
こ
ろ
）
で
あ
る
。
ヨ
セ
フ
ス
に
よ
れ
ば
、
「
彼

は
ド
ル
ッ
シ
ラ
を
一
目
見
て
、
そ
の
美
し
さ
が
他
の
す
べ
て
の
女
性
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
の
を
知
り
、
こ
の
人
妻
に
情
熱
を
燃
や
し
」

（『
古
代誌
』
二
〇
・
一
四
二
）
た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
フ
ェ
ー
リ
ッ
ク
ス
の
手
練
手
管
に
負
け
、
つ
い
に
「
先
祖
伝
来
の
律
法
の
教
え
に
背

い

て
フ

ェ
ー
リ
ッ
ク
ス
と
結
婚
す
る
」
（
前
掲
書
二
〇
・
一
四
三
）
。
彼
女
は
使
徒
行
伝
二
四
・
二
四
で
、
フ
ェ
ー
リ
ッ
ク
ス
の
「
ユ
ダ
ヤ
人

妻
」
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
ヘ
ロ
デ
か
ら
数
え
て
四
代
目
に
ロ
ー
マ
人
と
、
し
か
も
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
い
て
は
土
地
の
者

た
ち
か
ら
は
「
悪
徳
代
官
」
と
見
な
さ
れ
、
ま
た
後
に
な
っ
て
タ
キ
ト
ゥ
ス
に
よ
っ
て
「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
蛮
行
を
や
っ
て
の
け
、
情
欲



に

惑溺
す
る
人
物
」
（
『
同
時
代
史
』
五
・
九
）
と
評
さ
れ
た
ロ
ー
マ
総
督
と
、
選
り
に
選
っ
て
パ
レ
ス
チ
ナ
で
結
婚
す
る
者
が
出
た
の
で
あ

る
。
マ
リ
ア
ン
メ
ー
の
結
婚
の
相
手
に
は
「
ユ
ダ
ヤ
教
の
慣
習
」
の
尊
重
が
も
と
め
ら
れ
た
が
、
も
は
や
そ
れ
は
ド
ル
ッ
シ
ラ
の
結
婚
に

は
も
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
彼
女
の
後
見
人
的
な
立
場
に
あ
っ
た
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
は
ユ
ダ
ヤ
の
慣
習
の
尊
重
に
関
心
が
な
か
っ
た
か
ら

であ
る
。
ド
ル
ッ
シ
ラ
は
フ
ェ
ー
リ
ッ
ク
ス
の
間
に
一
子
ア
グ
リ
ッ
パ
を
も
う
け
る
。
こ
の
ア
グ
リ
ッ
パ
と
そ
の
妻
（
名
前
は
不
明
）
は

七
九年
の
ベ
ス
ビ
ウ
ス
山
の
噴
火
の
と
き
に
そ
の
犠
牲
者
と
な
る
（
ド
ル
ッ
シ
ラ
と
フ
ェ
ー
リ
ッ
ク
ス
の
結
婚
の
経
緯
は
、
『
古
代
誌
』
二
〇
・
一

三九
、
一
四
一
－
三
参
照
）
。

　
E
　
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
・
ア
ラ
バ
ル
ケ
ー
ス

　彼
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
有
力
な
ユ
ダ
ヤ
人
一
族
の
者
で
フ
ィ
ロ
ー
ン
の
兄
弟
（
『
古
代
誌
』
一
八
・
二
五
九
）
と
し
て
知
ら
れ
る
。
彼

は
、
あ
る
事
件
で
ガ
イ
ウ
ス
の
怒
り
を
買
っ
て
投
獄
さ
れ
た
と
き
も
、
ガ
イ
ウ
ス
の
死
後
、
彼
の
「
旧
知
の
友
」
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
に
よ

り
釈
放
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
（
『
古
代
誌
』
一
九
・
二
七
七
）
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
ロ
ー
マ
の
帝

室
の
間
に
存
在
し
た
何
ら
か
の
関
係
を
覚
え
て
お
き
た
い
。
そ
の
富
豪
ぶ
り
は
、
彼
が
エ
ル
サ
レ
ム
の
聖
所
に
あ
る
一
〇
の
門
の
う
ち
九

つ
の門
に
金
銀
の
板
金
で
装
飾
を
施
し
た
こ
と
や
（
『
戦
記
』
五
・
二
〇
五
）
、
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
の
妻
キ
プ
ロ
ス
に
大
金
を
貸
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
知
れ
る
（
『
古
代
誌
』
一
八
・
一
五
九
－
六
〇
）
。

F
　
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
・
ユ
リ
ウ
ス
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス

こ
の
人
物
は
前
出
ア
ラ
バ
ル
ケ
ー
ス
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
息
子
で
、
哲
学
者
フ
ィ
ロ
ー
ン
の
甥
で
あ
る
。
こ
の
人
物
を
抜
き
に
し

第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
に
見
る
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
た
ち
と
そ
の
系
譜
（
秦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



三
六

ては
ユ
ダ
ヤ
戦
争
の
最
終
側
面
の
も
っ
と
も
重
要
な
部
分
を
語
れ
な
い
。
彼
は
ロ
ー
マ
総
督
フ
ァ
ド
ス
の
後
任
と
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
に
派

遣さ
れ
る
が
、
こ
の
派
遣
の
裏
に
は
父
の
ア
ラ
バ
ル
ケ
ー
ス
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
と
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
の
関
係
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

彼
が

総督
を
つ
と
め
た
時
期
は
四
六
年
こ
ろ
か
ら
四
八
年
ま
で
の
二
年
間
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
時
期
に
パ
レ
ス
チ
ナ
の
土
地
、
中
で
も
エ

ル
サ
レ

ム

の
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
や
神
殿
に
通
暁
す
る
に
至
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
後
任
は
ク
マ
ヌ
ス
で
あ

る
（
『
戦
記
』
二
・
二
二
三
）
。

　
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
、
パ
ル
テ
ィ
ア
へ
の
遠
征
で
は
コ
ル
ブ
ロ
に
仕
え
る
が
（
タ
キ
ト
ゥ
ス
『
年
代
記
』
一
五
・
二

八
・
四
）
、
後
ネ
ロ
帝
の
信
託
を
受
け
て
エ
ジ
プ
ト
の
知
事
と
な
る
。
彼
が
エ
ジ
プ
ト
知
事
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
は
祝

意を
伝
え
る
た
め
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
赴
い
て
い
る
（
『
戦
記
』
二
・
三
〇
九
）
。
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
、
皇
帝
権

が
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
に
移
譲
さ
れ
る
と
き
に
は
、
す
ば
や
く
行
動
し
、
ユ
ダ
ヤ
に
駐
留
し
て
い
た
軍
団
よ
り
も
早
く
、
彼
の
軍
隊
に

ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
へ
の
忠
誠
の
誓
い
を
さ
せ
て
い
る
（
タ
キ
ト
ゥ
ス
『
同
時
代
史
』
二
・
七
九
。
ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
『
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
』
六
・

三
）
。
そ
し
て
彼
は
、
七
〇
年
の
エ
ル
サ
レ
ム
包
囲
で
は
、
テ
ィ
ト
ス
の
六
人
の
参
謀
の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
す
る
（
『
戦
記
』
六
・
二
三
）
。

彼
は
エ
ル
サ
レ
ム
の
城
壁
内
の
模
様
や
神
殿
の
内
部
に
通
暁
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
「
テ
ィ
ト
ス
の
友
人
の
中
で
は
も
っ
と
も
忠
実
」
（
前

掲書
五
・
四
六
）
な
人
物
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
し
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
殿
の
焼
き
落
と
し
が
ロ
ー
マ
軍
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
ま
ち
が
い
な
く
そ
の
決
定
に
参
与
し
た
人
物
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
既
述
の
よ
う
に
、
彼
の
息
子
マ
ル
コ
ス
は
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
の
娘
ベ
レ
ニ
ケ
ー
と
結
婚
し
て
い
る
。



六
　結
び
に
代
え
て

　わ
れ
わ
れ
は
六
六
年
に
は
じ
ま
っ
て
七
〇
年
ま
で
つ
づ
い
た
対
ロ
ー
マ
の
ユ
ダ
ヤ
戦
争
中
の
ユ
ダ
ヤ
の
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
た
ち
で
あ
る

ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
を
は
じ
め
と
す
る
幾
人
か
の
人
物
を
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
ヘ
ロ
デ
王
に
は
じ
ま
る
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
た
ち

の系
譜
を
外
観
し
た
。

　
ヘ
ロ

デ
王は
ユ
ダ
ヤ
民
族
出
身
の
者
で
は
な
く
、
そ
の
彼
は
ロ
ー
マ
の
元
老
院
の
推
挙
で
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
王
に
な
っ
た
後
も
、
ロ
ー
マ

の

後ろ
盾
を
つ
ね
に
必
要
と
し
、
そ
れ
を
つ
ね
に
意
識
し
、
そ
れ
に
た
て
つ
く
こ
と
な
ど
は
ま
っ
た
く
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
彼

は
、
多
感
な
時
期
の
息
子
た
ち
を
ロ
ー
マ
に
送
り
、
宮
廷
の
教
育
を
受
け
さ
せ
、
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
ア
レ
ク

サ
ン

ド
ロ
ス
と
ア
リ
ス
ト
ブ
ー
ロ
ス
一
世
は
ロ
ー
マ
か
ら
帰
国
後
ヘ
ロ
デ
と
は
折
り
合
い
が
悪
く
、
二
人
は
ヘ
ロ
デ
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ

る
が
、
次
の
ア
リ
ス
ト
ブ
ー
ロ
ス
一
世
の
子
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
に
い
た
っ
て
は
三
〇
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
ロ
ー
マ
に
滞
在
し
、
宮

廷を
中
心
と
す
る
ロ
ー
マ
の
政
界
で
有
力
な
人
物
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
彼
は
三
八
年
の
八
月
以
降
に
王
と
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
に
戻
る

が
、
彼
を
受
け
容
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
に
と
っ
て
は
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
特
性
な
ど
を
ま
っ
た
く
理
解
し
な
い
も
う
一
人
の

ロ

ー
マ
総
督
を
送
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
が
い
か
に
嫌
わ
れ
た
か
は
、
そ
の
死
の
直
後
に
起
こ
っ
た
カ
イ
サ
レ
イ

ア
と
セ
バ
ス
テ
ー
の
土
地
に
住
む
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
の
と
っ
た
乱
暴
狼
籍
か
ら
分
か
る
。

　第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
中
の
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
の
中
心
人
物
で
あ
る
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
は
ア
グ
リ
ッ
パ
一
世
の
子
で
あ
る
。
彼
も
ま
た
少

な
く
と
も
八
年
以
上
は
ロ
ー
マ
に
い
て
、
宮
廷
で
養
育
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
父
以
上
に
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
の
姿
勢
を
見
せ
つ
け
、

わ
れ
わ
れ
に
「
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
ー
ロ
ー
マ
人
に
な
っ
た
男
」
と
い
っ
た
印
象
を
与
え
る
。
ケ
ス
テ
ィ
オ
ス
の
軍
隊
や
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
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三
八

ヌ
ス
の
軍
隊
に
補
助
軍
を
差
し
出
す
の
は
属
国
王
の
義
務
で
あ
る
か
ら
何
の
驚
き
で
も
な
い
が
、
戦
争
中
も
戦
後
も
自
分
の
領
地
に
ロ
ー

マ兵
を
招
い
て
慰
労
す
る
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
は
完
全
に
ロ
ー
マ
人
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
、
た
と
え
ば
、
自
分

の妹
ベ
レ
ニ
ケ
ー
の
テ
ィ
ト
ス
と
の
恋
愛
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
見
落
と
し
が
ち
な
の
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
を
中
心
に
し
て
存
在
し
た

フ

ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
た
ち
の
動
向
で
あ
る
。
彼
ら
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
叛
乱
前
も
、
叛
乱
の
最
中
も
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
視
点
か
ら
で
は
な
く
て

フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
の
視
点
か
ら
、
ロ
ー
マ
人
の
視
点
か
ら
見
て
、
ロ
ー
マ
の
利
益
の
た
め
に
行
動
し
た
。
こ
の
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
に
連
な

る
者
た
ち
の
中
か
ら
、
神
殿
の
焼
き
落
と
し
を
提
言
す
る
人
物
が
現
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ヨ
セ
フ
ス
が
『
ユ
ダ
ヤ
戦
記
』

を
献
呈
し
た
相
手
と
い
う
の
は
す
べ
て
ア
グ
リ
ッ
パ
ニ
世
に
連
な
る
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル
た
ち
だ
っ
た
。
こ
れ
は
ヨ
セ
フ
ス
研
究
で
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
柄
で
あ
る
。


